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第１ 監査の概要 

 

 １ 監査の種類   公の施設の指定管理者監査 

 ２ 監 査 対 象   ＪＮ体協グループ 

            教育委員会スポーツ課（指定管理に関する事務の所管所属） 

 ３ 事前調査期間   平成２９年１２月１９日から平成３０年 １月１７日まで 

 ４ 監 査 期 間   平成３０年 １月１８日 

 ５ 監査対象年度   平成２８年度 

 ６ 監査対象事項   施設の管理運営に関する事務及び出納その他の事務 

 ７ 監 査 方 法    公の施設の指定管理者に対して、公の施設の管理運営に係る出納その

他の事務の執行状況について、関係資料の提出を求め、担当者から説明

を聴取し、諸帳簿等について調査・確認するとともに、条例及び協定書

等に沿って適正な管理が行われているかに重点をおいて監査を実施した。 

             また、所管所属に対しては、指定管理者への指導監督が適切に行われ

ているかに重点をおいて監査を実施した。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

 １ 指定管理者の概要 

名  称  ＪＮ体協グループ 

代 表 者 
株式会社ＪＴＢコミュニケーションデザイン 

代表取締役 細野 顕宏 

住  所 東京都港区芝三丁目２３番１号 

 

 ２ 指定管理の内容 

施  設  名 四日市ドーム 

所  在  地 四日市市大字羽津甲５１６９番地 設置年月：平成９年７月 

指 定 期 間 平成２７年４月１日～平成３２年３月３１日 

指定管理料 ６６，０９６，０００円（平成２８年度） 

指定管理に 

係る収支状況 

 収 入   １２０，５９９，９２５円 

 支 出   １０８，１７０，４６５円 

 収 支    １２，４２９，４６０円 

利 用 実 績 

年間利用者数 

 平成２６年度 １６９，１４４人 

 平成２７年度 １５９，９９４人（前年度比  ９，１５０人減） 

  平成２８年度 １９７，５６９人（前年度比 ３７，５７５人増） 
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 ３ 指定管理の業務範囲 

   ア 使用許可等に関すること。 

   イ 利用料金の徴収等に関すること。 

   ウ 施設、設備器具及び備付物品の維持管理に関すること。 

エ その他、四日市ドームの運営に関すること。 

 

 ４ 収支状況 

                                      単位：円 

項 目 実施計画（a） 実績額（b） 比較増減（b）－（a） 

利用料金収入 ３４，８５４，０００ ４２，８９０，７６７ ８，０３６，７６７ 

指定管理料 ６６，０９６，０００ ６６，０９６，０００ ０ 

自主事業収入 ８，１５０，０００ １１，５８１，８００ ３，４３１，８００ 

その他収入 ０ ３１，３５８ ３１，３５８ 

収入 計 １０９，１００，０００ １２０，５９９，９２５ １１，４９９，９２５ 

人件費 ２７，７５３，０００ ２７，７７８，９７５ ２５，９７５ 

消耗品費 ９８２，０００ １，６９３，５８０ ７１１，５８０ 

印刷製本費 ２５２，０００ ４７０，５６９ ２１８，５６９ 

光熱水費 ２０，２１２，０００ １８，４６０，８１１ △１，７５１，１８９ 

通信運搬費 ２９５，０００ ３９２，９４９ ９７，９４９ 

広告料 ９８，０００ ７４，３４０ △２３，６６０ 

委託料 ４６，６６３，０００ ４５，９２０，９５２ △７４２，０４８ 

保険料 ３４７，０００ ３２８，８５０ △１８，１５０ 

賃借料 ９８，０００ ５２８，７６８ ４３０，７６８ 

その他 ７８２，０００ ２２９，４９０ △５５２，５１０ 

施設修繕費 ３，３７０，０００ ６，８１０，８１６ ３，４４０，８１６ 

器具修繕費 ９８，０００ ０ △９８，０００ 

事業費 ８，１５０，０００ ５，４８０，３６５ △２，６６９，６３５ 

支出 計 １０９，１００，０００ １０８，１７０，４６５ △９２９，５３５ 

収  支 ０ １２，４２９，４６０ １２，４２９，４６０ 
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第３ 監査の結果 

 

   四日市ドームの指定管理者ＪＮ体協グループにおける出納及びその他関連する事務並びに所

管所属の指定管理者に対する指導状況等について監査した結果、次の指摘事項及び意見のとお

り、是正又は改善を要するものなどが見受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに

十分留意するとともに、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく通知されたい。 

 

 １ 指摘事項 

 

【ＪＮ体協グループ】 

（１）協定書に定められた報告書等について 

 基本協定書第３６条に基づく計算書類及び監査報告書が市へ提出されていなかった。不備

のない適切な事務処理を行うこと。 

（２）現金等の管理について 

   現金出納簿において、修正液による字句訂正がなされていた。不備のない適切な事務処理

を行うこと。 

 

【教育委員会スポーツ課】 

 特になし 

 

 ２ 意 見 

 

【ＪＮ体協グループ】 

（１）現金等の管理について 

収納した施設使用料を数日分ずつまとめて金融機関に払い込んでおり、一部は収納してか

ら数か月後に払い込んでいるものもあった。事故を予防するため、現金の管理についてより

厳格な運用とするよう見直すこと。 【改善事項】 

 （２）パンフレットについて 

    パンフレットに使用料について記載されているが、割増・割引といった特例について、活

字が小さく読みづらい。多くの市民が読みやすいように文字を大きくするなど工夫すること。

 【改善事項】 

 （３）大型コンサートの誘致について 

    平成２８年度は、大型コンサートの誘致に成功し、利用者と収入の増加を達成している。

市民の期待に応えるため、民間企業のノウハウや利点を活かし、大型コンサートの誘致がで

きるよう今後も努力すること。 【要望事項】 

 （４）収支予算計画について 

    平成２８年度決算状況をみると、予算と実績が大きく乖離している。収支差が０円になる

ように予算が組まれているが、実績は約１，２００万円の利益が出ている。その主な要因は、

大型コンサートの実施により収入が予定より約１，１００万円増加したことによるものであ
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る。実績値と乖離しすぎることのないよう、大型イベントの開催による収入の増加など見込

めるものはできるだけ織り込み、根拠ある確実性の高い収支予算を策定すること。 

 【改善事項】 

 

【教育委員会スポーツ課】 

（１）指定管理者への指導監督について 

基本協定書に定められた報告書等が市へ提出されておらず、また、指定管理者の現金等の

管理について不適切な事例や改善が必要な事例が見受けられた。定期的に収支関係書類の

抜き取り調査を行うなど牽制体制の充実を図り指導監督を徹底すること。 【改善事項】 

 （２）施設の老朽化について 

    四日市ドームは建設から２０年が経過しており、経年劣化が起きている箇所が見受けられ

る。指定管理者の保守点検報告においても、修繕を要するものとして数多く報告されている。

指定管理者と協議の上、修繕・更新が必要なものについて優先順位を付け、適切に予算措置

を講じて計画的に実施していくこと。 【要望事項】 

 （３）点字ブロックについて 

    点字ブロックが繋がっていない箇所や、点字表記された案内板が設置してあるにもかかわ

らず、点字誘導ブロックが案内板まで敷かれていない事例が見受けられた。障害者の視点に

立って施設全体を点検し、より多くの人が利用しやすい施設となるよう改善すること。 

 【改善事項】 

 

 


